
 
 
 
 

 

 

和顔愛語  
校長 新井 啓之 

 
本校の職員室に、「和顔愛語（わげん 

あいご）」の扁額があります。 
「和顔」とは、柔和で優しく、穏やか 

な顔の表情、「愛語」とは、文字通り愛 
情のこめられた言葉を指す言葉です。こ 
の２つを合わせて、「柔らかく穏やかな 
表情で、優しく愛情のこもった言葉を使 
って人に接する」ことを教えてくれてい 
ます。 
この扁額は、職員室の入口横に掲出さ 

れており、教職員は誰もが目に留めることができます。先輩諸氏が、なぜこの書を職員 
室に掲げてあるかをいつも考えて子供たちと接しなさいと、現教員への訓示としている 
のではないかとも憶測します。 
私ごと浅薄であることから、もう少し調べてみると、「和顔愛語」には「先意承問」 

（せんいじょうもん）という言葉が続くということが分かりました。「先意承問」とは、 
「先に相手の気持ちを察して、相手のために何ができるか自分自身に問いただす」ことだ 
そうです。「和顔愛語」と「先意承問」がひとつなぎであることから、相手に笑顔で接 
してほしいなら、まずは自分が相手に笑顔を見せる。優しく分かり合える話し合いを望 
むなら、まずは自分から相手に優しい言葉をかけてあげる。という行動がその意とする 
ところだと分かります。 
６月、本校では「教師自身の言語環境を見直そう」というテーマで校内研修会をもち 

ました。子供たちに対して、「他の思いを考えて言葉を使いましょう。」と指導するなら、
まずは教師自身が子供たちの思いを尊重した言葉を子供たちに対して使うことが大切で 
あり、先意承問の如く、全教員で子供たちへの言語環境について考えを出し合いました。 
自身の現在の言動ばかりでなく、小学生時代に教師から言われたことや、子を持つ保 

  護者としての経験等も想起しながら、次代を担う子供たちが社会の中で周りの者たちと 
  より良く関わっていけるように、どのような言動が必要なのか考え合いました。 

一人一人の子供の成長をその子供自身にもしっかり伝え自己肯定感につなげよう。親 
しき仲にも適切な言葉遣いを忘れずにしていこう。良くないことは良くないと指導する 
ときも、乱暴な言葉遣いや他者との比較はせずに、その子供に応じた分かりやすい言葉 
で自覚を促そうなどと認識を共有しました。 
メディアやＳＮＳを含めて、子供たちを取り巻く言語環境について、教師はもちろん、

大人たちみんなで考えていくことが大切なのではないでしょうか。 
職員室で「和顔愛語」の文字を見つめながら、適切な言動で子供と接し、子供たちと 

の信頼関係を深めることができたかと自省しながら、模範となる大人でありたいものだ 
と思う日々です。 
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［７月］ ［８月］ 

１５日（月） 海の日 

１６日（火）～１８日（木）３年水泳教室 

１６日（火)  プロジェクト学習 

２３日（火） プロジェクト学習・給食最終日 

２４日（水） 終業式  

２５日（木） 夏季休業 （～８月２６日） 

        プール開放開始8:30～10:00 

                           （～８月９日） 

 

６月２９日（土）に今年度のＰＴＡ

資源回収が行われました。資源の提供・

搬入とご多用の中、ご協力いただき、あ

りがとうございました。 

２日(金) ６年宿泊学習 立山荘宿泊 

３日(土) ６年宿泊学習 立山登山 

９日(金)  安全点検日・プール開放最終日 

１１日(日)  (祝)山の日 

１２日(月) 振替休日 

１３日(火)～１５日(木) 学校閉庁日 

２７日(火) 第２学期始業式 

［９月］ 

  ２日(月) 委員会活動 

  ３日(火) プロジェクト学習 

  ９日(月) 委員会活動 

 １０日(火) プロジェクト学習 

 １１日(水) 避難訓練 

１３日(金) チャレンジ陸上記録会 ６年 

熱中症の予防について 

毎年、梅雨の時期から気温や湿度の上昇とともに熱中症の危険性が高まっています。子供たちが安全に登校・活

動できるように年間を通して、以下の点についてお願いします。 

・ランドセルの代わりにリュックサック等を使用してもよい。 

・登下校時は日傘を使用してもよい。 

・１年生は暑い季節の雨天時は、雨合羽の代わりに雨傘を使用してもよい。（安全な使い方について家庭でお話を

して一緒に練習してください）学校でも子供たちに指導しますが、ご家庭でも配慮をお願いします。 

今後の主な行事予定 

どろんこ広場ができました 

 グラウンドの１年生と２年生教室の間にどろんこ広場（砂場）ができまし 

た。大休憩や昼休みになると、低学年の子供たちが水入れ用のペットボトル 

を持って砂場に集まってきます。大きな山や穴、トンネルなどを思い思いに 

作っています。いつの間にか、協力して活動する姿も見られます。砂や土、 

水といった自然物を触れながら、創造力や協調性を育んでほしいと考えてい 

ます。 

プロジェクト学習（４～６年） 

 今年度より火曜日６限は、クラブ活動と総合的な学習の時間を組み合わせたプロジェクト学習を行って

います。一人一人が課題を見付け、解決していく中で、問題解決力や創造力、探求心などを育てることを目

標としています。運動系では「バスケットボール」「ダンス」「陸上・なわとび・マット・相撲」プロジェ

クト、創造系では「写真・映像」「発明・科学」「アート」「調理・農園」プロジェクト、音楽系では「お

はやし」プロジェクトがあります。最初は、自分で考えて取り組むことに不安もありましたが、友達や教師

と共に学びを進めています。内容としては運動系や音楽系プロジェクトでは、大会や発表会を目標に自分

の技をどのように磨くかに取り組んでいます。「調理、農園」プロジェクトでは、調理するために農園で野

菜を育てています。「発明・科学」プロジェクトでは、魚の体のつくりを調べるために煮干しを分解してい

る子供、ペットボトルで空気砲を作って実験する子供などもいます。自分の課題に向けて主体的に取り組

む姿が見られるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


